
 

 

 

 

 2学期終業式です。  
１２／23（金）、令和４年度２学期の終業式の中で、本田勇人校長先生は次のような言葉を述べられました。 

 

 

 

 

令和４年度 ２学期終業式 式辞 

さて、9月の始業式の日に、皆さんには、このような話をしました。 

コロナ禍においても、感染防止対策を講じながら「学びを止めず」計画した教育活動や行事を実施する。 

「日常を取り戻していく」 そのために、「切り抜けていくこと」「切り開いていくこと」このことを意識しながら、2 学期を過ごしてほしいとお

願いをしました。 

 

「切り抜けていくこと」 

2 学期も、全国的に新型コロナウイルス感染症の拡大傾向もあり、心配される時期もありましたが、皆さん一人一人の感染防止対

策、そして、各学級での空気の入れ替え、「換気」をはじめとした感染防止対策の徹底により、大きな感染の広がりは見られませんでし

た。「正しく恐れ、正しく理解し、正しく予防する」そのことによって、みなさんの力で、困難な状況を「切り抜ける」ことができたと思いま

す。 

 

「切り開いていくこと」 

コロナ禍であっても、日常を取り戻すために、「これからのこと」を考えた新しい工夫をしながら、いろんな活動を実施してきました。 

「合唱コンクール」、数年ぶりにすべての学年で実施することができました。 

2年生の「修学旅行」、予定通り関西方面への修学旅行が実施できました。 

3年生の「山里地区平和合同清掃」、小学生と高校生と共に、活動することができました。 

すべて、ここ数年できていなかったことが、皆さんの工夫と努力によって実施することができました。すごいことだと思います。 

 

また、生徒会活動についても、本日までの「あいさつ締めくくり隊」の活動も盛り上がりを見せましたが、先日の生徒集会では、役員

の皆さんが「高い表現力、パフォーマンス」を見せていただきました。 

新しい生徒集会の在り方の一つとして、大変興味深い取り組みではなかったかと思います。 

そのような意味において、皆さんは、いろんな意味において「切り開いてきた」そう思います。 

これからも、コロナ禍であっても何とか「切り開いていく」、そのような強い気持ちで取り組んでほしいと思います。 

 

さて、明日から、冬休みに入るわけですが、とても、短い期間ではありますが、冬休みは、一年の振り返りを行うとともに、新たな年

を迎えるという意味で、とっても大切な期間となります。 

そんな皆さんに、2つお願いをしたいと思います。 

一つ目は、いつもいっていることですが、「自分の命を大切にしてほしい」ということです。 

年末年始は、慌ただしく、交通量が増えることもあり、交通事故の悲しいニュースが増える期間でもあります。また、新型コロナウイル

ス感染症や、今年はインフルエンザも流行するといわれています。 

冬休みに入っても、事件や事故に決して遭わないようにして、感染予防についての意識を高くもって、しっかり過ごしてほしいと思いま

す。また、いつもいっているとおり、一人で過ごす時間が長くなると、急に悲しくなったり、心が苦しくなったりすることがあります。そんな時

には、身近な家族や友人に気持ちを受け明けて、心を軽くしてほしいと思います。 

二つ目は、「新しい年、202３年の目標を一つ決めてほしい」ということです。 

新しい年を迎えるということは、気持ちも新たにできるということです。2023 年にやり遂げたいこと、頑張りたいことを一つ、なにか具体

的な目標を、ぜひ決めてほしいと思います。 

 

みなさんと、次、お会いするのは、１月の１０日、今年のスタートと同じく、少し遅い始業式となりますが、全校生徒の皆さんと、元気

に、そして、新たな気持ちで、お会いすることを楽しみにしています。 

では、みなさん、よいお年をお迎えください。 

令和４年１２月２３日 

長崎市立山里中学校長 本田 勇人 

～心を込めた「あいさつ」「校歌」 輝く「笑顔」～ 

2022.12.26号 

文責 小西 

 

山里中学校だより 

2022年ももうすぐ終わりです。冬休みに入りましたが、生徒のみなさん 

には規則正しい生活にも心がけながら、普段できないことに挑戦したり、大掃除に励んだり、家族や 

お世話になっている人との時間を大切にしたり・・・、この１７日間の長期の休みを有効に使ってほしいと

思います。１／１０（火）が 3学期の始業式です。新たな気持ちで新年を迎えたいと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 



終業式での学年代表あいさつ 

 

人権集会について 
１２／７（水）、長崎地方法務局人権擁護委員の永間先生・杉本先生をお

招きして「人権集会（リモート）」を行いました。「法教育を踏まえた基本的人

権」について講演をしていただき、各学年で学んだ人権学習を伝え合う学習

も行いました。各学年で学習したテーマは次の通りです。 

 

 

 

 

 

「人権を身近なものとしてとらえ、自他の人権を尊重する」ことを目的として行った集会、そして多くの時間

を使って学習した各学年の取組ですが、憲法や法律はもちろん、『世界人権宣言』や『子どもの権利条約』など

様々な角度からも人権を考え、意識し、貴重な時間を過ごすことができました。 

 

門松で正月を迎えます！ 
１２／１０（土）、朝から新生徒会役員の登立さんと荒木さんが高

尾小学校で門松の作り方を地域の方や業者の方から習いました。 

そのあと、山里中学校に場所を移し、男子ソフトテニス部員１年生の

有志の人たちも加わって生徒玄関の左右に一対の門松を飾り終えま

した。大きく、見栄えも良い本格的な門松です。地域の育成協のみな

さん、業者の方々にも感謝です。本当にありがとうございました！ 

門松づくりは正月の伝統的行事であり、門松に向かって神が降臨し

てくるともいわれます。２０２３年も良い年でありますように。 

それではみなさん、よい年をお迎えください。 

 

☆1年生代表：入江晴輝さん（１－４）☆ 

   実りの秋、実ったのは「合唱コンクール」での金賞です。やってきたこと全てを出し切

り、自信をもち、歌うことができました。3 学期も継続していきたいのは「２分前着

席」と「授業態度」です。よい形で１年生を締めくくることができるよう、学びの集大

成の３学期にしたいです。 
 

☆2年生代表：佐藤來愛さん（２－４）☆ 

   合唱コンクールでは学級の気持ちがまとまっていくことを知り、修学旅行では「辛

抱」と「寛容」の大切さ、保護者や友人のありがたさに「きづく」ことができました。

さらに成長するため、3学期の生活も大切にしていきたいです。 
 

☆3年生代表：溝口苺実さん（３－１）☆ 

   学級内の整理整頓（気持ちの良い活動）を毎日続けることができ、駅伝大会や合

唱コンクール、平和合同清掃などもそれぞれの力を発揮して成功することができま

した。「受験は団体戦」。今までよりも気を引き締めて取り組んでいきたいです。 

 

１年：情報モラル等を通して 

２年：一歩前へ、視野を広げる～男女差別・ルッキズム・デート DV～ 

３年：異年齢集団との合同清掃を通して 


